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1. 	 動脈壁のリン脂質代謝の研究 
-Choline phosphotransferase (CPT) の性質
とその意義についてー
佐々木憲裕(千大)
粥状硬化巣ではコレステローノレエステノレの増加と共に
リン脂質の増加が認められる。粥状硬化動脈では CPT
活性の有意の上昇が認められた。 CPTの結合している
マイクロゾームを可溶化ーリポゾームの系で再構築を図
り膜のコレステローノレ含量を増加させると本酵素活性の
著明な上昇を認めた。このことより，粥状硬化巣での 
CPT活性の上昇は，細胞内膜系のコレステロール含量
の増加が膜結合性の本酵素の活性を上昇させることによ
ると思われた。 
2. 	 自然発症性高血圧ラットにおけるレニン分泌動態
に関する研究 
3. 魚指中の多価不飽和脂肪酸(エイコサペンタヱン
酸)の血小板凝集抑制作用について 
4. 	 リポ蛋白構成脂質に関する臨床的研究
大島仁士(松戸市立)
冠動脈硬化症と血清脂質との関係を明らかにするため
に虚血性心疾患々者で、冠動脈撮影を行い，その狭窄度を
調べるとともに，血清脂質を Ti42ローターを用い超遠
心法で分離し，各画分の脂質成分を検討した。血清総コ
レステロール値と中性脂肪値は，有病変群では，有意に
高く，分画では超低比重リポタンパク，低比重リポタン
パクのコレステローノレ値の上昇と，高比重リポタンパク
コレステローノレの値の低下がみとめられ，本疾患形成に
リポタンパクの関与が示唆された。 
5. 腎力リクレインの調節機序に関する基礎的臨床的
研究
高木平(千大)
腎カリクレインをアルドステロン以外が調節する可能
性を探る為臨床，基礎実験を行った。高血圧症，アルド
ステロン症患者にインドメサシン投与すると尿カリク
レイン排他量 (UKE)は著減し更に PGElの同時投与
で UKEは著増， 血竣アノレドステロン濃度 (PAC)は 
UKEと相関せず，高血圧と対照ラットにカテコラミン
合成阻害剤投与すると UKEは著減 PACは著増した。
従ってカリクレインはカテコラミン腎 PG系で調節さ
れると示唆される。 
6. 	 スルホニル尿素剤による抗脂肪分解作用の作用機
構に関する研究
尾世川正明(千大) 
SD系雄ラットの遊離脂肪細胞を用い， Sulfonyl・urea
剤 (SU剤)の膜結合性 lowkm cyclic AMP Phospho・ 
diesterase (PD ase)に及ぼす効果を検討した。 Tolhuta 
mideは PDaseを濃度依存性に活性化し， その抗脂肪
分解作用と平行した。薬理活性を持つ SU剤のみが 
PDase活性化を示し， 抗脂肪分解作用は PDase活性
化を介すると考えられた。 Trypsinによりインスリン受
容体を破壊しても PDase活性化作用は残り， SU剤の 
PDaseへの直接作用でもなく，インスリンの PDase活
性化との異同が興味深い。 
7. 	 ラット宰丸の発育に及ぼす自律神経の役割
村野俊一(千大)
生体の健全な発育には諸臓器の発育の統一性が必要で
あり，内分泌系や神経系がそのための情報伝達の役割を
果している。宰丸の発育には従来より内分泌系の支配が
知られているが，本研究では自律神経が幼若期ラットの
皐丸の発育に重要な役割を演じ，その作用は交感神経の
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戸作用，副交感神経が促進的に，交感神経の α作用が抑
制的に働くことを見出した。更に神経系とテストステロ
ン代謝のかかわりについても検討を加えた。 
8. ループス腎炎の治療に関する臨床的研究
末石真(千大)  
13'例のルーフ。ス腎炎患者について 28週間から 59週間
(平均41週間)のステロイド療法の前後で腎生検を行な
い，その生検像の変化と血清 C3，C4価の変動を比較検
討した。生検像の活動性を表わす所見の減少した 9例で
は第 2回生検前に C3低下が 3カ月以内であり，悪化し
た 4例では 3カ月以上であった。 C4の低下期間とは相
関はみられなかった。ループス腎炎治療には血清 C3を
正常に保つことがよい指標と考えられた。 
9. 抑制 T細胞抗原リセプターの解析

ーその局在と動態ー

高林克日己〈千大)
抑制T細胞融合株表面の 1-]分子・抗原結合分子を電
顕にて形態学的に観察し，ともに斑状に局在することを
示した。また融合細胞を向調培養し，細胞周期各時期に
おける細胞表面の I-J分子と抗原結合分子の動態を観察
したところ，いずれもM期で最大となり S期で、最小とな
る変動をすることがわかった。これらの事実は抑制T細
胞表面の抗原リセプターも抑制因子と同様に，これら 2
分子から構成されていることを強く示唆している。 
10. Oscillation法による気管支端息における気道過
敏性試験の検討
田中真(千大)
気管支瑞息患者に対し，新しい連続的呼吸抵抗測定装
置「アストグラフ」を用いたメサコリン吸入試験が，鋭
敏度，安全性，簡便性の面から気道過敏性の評価に有用
であることを確認した。 rアストグラフ」の各ノξラメー
ターを解析し，以下の結果を得た。1.気道感受性を示
す Dminと気道反応性を表わす Stは，疾患群の識別因
子として有用であるが，異なった機序で支配されている
と考えられた。 2. n荷息群では， 病型にかかわらず，気
道感受性，気道反応性ともに他の疾患群より高かった。 
11.気管支端息患者血清中の抗 Ig'E抗体様物質の解
析
柳沢孝夫(千大)  
RAST法を変法した i出 ibitionassayにより，気管支 
H崩息患者血清中に RAST iJtIJ定を阻害する物質が存在す
ることを見いだした。この RAST阻害物質はアトピー
型，および非アトピー型気管支晴息患者血清中にみられ
た。この RAST阻害活性はヒト IgEで吸収されたが
ヒト IgGでは吸収されなかった。さらにこの活性がウ
サギ抗ヒト IgGで吸収されたことより，この物質が抗 
IgE抗体であることが示された。 
13.穆原病の胃粘膜病変 
慎二，小関秀旭)1今泉照恵，笠貫
末石真，富岡玖夫，徳、政義和
(千大)
熊谷朗 (富山医科薬科学)
長尾孝一 (千大・ 1病)
穆原病の胃粘膜病変について，ステロイド使用前後に
内視鏡的に検討した。ステロイド使用例 110名ではピラ
ン性病変が対照に比し有意に多く，ステロイド使用前の
膝原病患者では， 70%に何らかの胃病変を認めた。ステ
ロイド前後に蛍光抗体法を施行し， SLE 2例で，使用
前に C3cが染色され， 1例では血管壁に C3cの付着を
認めた。病理所見では血管壁に五brinoid様物質の沈着
がみられ，腰原病の胃粘膜病変に血管炎の関与が示唆さ
れTこ。 
14. lndomethacin潰蕩に対する高圧酸素療法の効果
小関秀旭，笠貫順二，今泉照恵、
金子良一，徳政義和 (千大)
太田幸吉，斉藤春雄
(斉藤労災病院)
熊谷朗 (富山医科薬科大〉
ラットの Indomethacin潰蕩に対する高圧酸素療法  
(OHP)の効果を検討した。
絶食群の胃体部病変は， OHPにより有意に抑制され
た (P<0.01)0 1時間摂食群の幽門部病変も同様の傾
向がみられたが，同群の胃体部病変では，むしろ増悪傾
向がみられた。小腸の病変で、は， OHPにより，やや増
悪する傾向が認められたが，有意差はなかった。
これらの事実は， OHPの臨床応用への可能性を示唆
するものと考えられる。 
15. 自己抗原とモノクローナル抗体
小池隆夫，富岡玖夫(千大)
生体内における自己抗体の産生統御機構の解明という
